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本特集最初のパートは、ビギナーからトッププロに至るまで、
現在の日本で最も多くプレーされているナインボールブレイクについて。
講師の土方隼斗プロが、自身の経験と研究を踏まえて、
ブレイクを極めるコツをレベル別に伝授します。

講師：土方隼斗　取材協力：自遊空間 BIGBOX 高田馬場店（東京都新宿区）

土 方 隼 斗プ ロ が 伝 授！

勝 利 に 繋 が る
レベ ル 別 必 須 の テクと知 識 を

と
に
か
く
強
く
撞
い
た
時
代

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
Ｊ
Ｐ
Ｂ
Ａ
の
土
方
隼

斗
で
す
。
今
回
は
ナ
イ
ン
ボ
ー
ル
の
ブ
レ
イ
ク

シ
ョ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
僕
が
こ
れ
ま
で
練
習
や

試
合
を
通
じ
て
培
っ
て
き
た
、
上
達
の
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
僕
が
ビ
リ
ヤ
ー
ド
を
始
め
た
頃
は

ラ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

ブ
レ
イ
ク
に
求
め
る
も
の
が
今
と
は
全
く
違
っ

て
い
ま
し
た
。
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ラ
ッ
ク
の
時

代
は
ボ
ー
ル
が
落
ち
な
い
の
が
前
提
で
、
入
る

と
し
て
も
ど
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
多
か
っ
た
の
で
、
こ
の
時
代
は
で
き
る
だ
け

的
球
を
動
か
す
こ
と
だ
け
を
考
え
、
と
に
か
く

強
く
撞
く
こ
と
、
そ
れ
だ
け
を
意
識
し
て
練
習

し
て
い
ま
し
た
。

　

①
を
サ
イ
ド
へ
狙
う
ブ
レ
イ
ク
も
あ
り
ま
し

た
が
、
僕
の
場
合
は
２
、３
個
入
っ
て
取
り
出

し
が
見
え
て
い
た
ら
良
い
な
あ
と
い
う
感
覚

で
、
そ
の
後
に
手
球
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
あ
る

程
度
気
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
入
り
し
て
か
ら
、
ま
ず
ス
ポ
ッ
ト
シ
ー

ル
が
登
場
し
ま
し
た
が
、
と
に
か
く
強
い
ブ
レ

イ
ク
を
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
や
は
り

ブ
レ
イ
ク
は
、
プ
ロ
と
し
て
の
自
分
の
良
さ
で

も
あ
り
ま
し
た
し
、
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
も
す
ご

い
ブ
レ
イ
ク
を
期
待
し
て
い
た
と
思
っ
て
い
た

の
で
、
そ
こ
は
崩
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
し

た
ね
。
そ
し
て
、
ラ
ッ
ク
シ
ー
ト
が
定
着
し
て

か
ら
は
徐
々
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ブ
レ
イ
ク
に
移

行
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
世
界
の
ト
ッ
プ
プ
レ
イ
ヤ
ー

が
ど
の
よ
う
な
ブ
レ
イ
ク
を
し
て
い
る
か
、
そ

の
中
で
自
分
に
合
っ
て
い
る
の
は
ど
れ
か
な
ど

も
た
く
さ
ん
研
究
し
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
は
ま
だ
、
セ
ル
フ
ラ
ッ
ク
で
ボ
ー
ル

も
自
分
の
形
に
置
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か

ら
、
パ
タ
ー
ン
ラ
ッ
ク
で
ソ
フ
ト
ブ
レ
イ
ク
も

試
し
て
み
ま
し
た
。
た
だ
こ
れ
は
、
気
持
ち
的

に
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
で
集
中
力
を
保
つ
の

も
難
し
く
て
、
正
直
つ
ま
ら
な
い
な
と
思
い
ま

し
た
（
笑
）。
も
ち
ろ
ん
プ
ロ
で
す
か
ら
勝
ち

た
い
で
す
が
、
ま
ず
は
楽
し
く
プ
レ
ー
で
き
る

こ
と
が
集
中
力
に
も
繋
が
り
ま
す
か
ら
。
自
分

の
性
格
に
合
わ
せ
て
そ
こ
ま
で
の
ソ
フ
ト
ブ
レ

イ
ク
は
し
て
い
な
か
っ
た
で
す
。

　

だ
か
ら
ス
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
導
入
さ
れ
た
時

も
そ
ん
な
に
気
に
な
ら
な
か
っ
た
で
す
ね
。
も

ち
ろ
ん
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
し
て
い
ま
し
た
け

ど
、
イ
リ
ー
ガ
ル
は
普
通
に
回
避
で
き
て
い
ま

し
た
（
笑
）。

気
に
す
る
の
は
手
球
と
①

　

今
は
ラ
ッ
ク
シ
ー
ト
が
前
提
で
す
の
で
、
そ

の
上
で
と
い
う
話
に
な
り
ま
す
が
、
基
本
的
に

は
１
つ
ボ
ー
ル
が
落
ち
て
、取
り
出
し
の
①
が
、

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
な
９
ブ
レ
イ
ク
と
は
？
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直
接
シ
ュ
ー
ト
を
狙
え
る
位
置
に
あ
り
、
他
の

ボ
ー
ル
に
ト
ラ
ブ
ル
が
な
い
こ
と
が
、
現
在
の

僕
が
理
想
と
す
る
ブ
レ
イ
ク
で
す
。

　

で
す
の
で
、
ボ
ー
ル
を
多
く
落
と
す
こ
と
も

求
め
て
は
い
ま
せ
ん
し
、
①
以
外
の
ボ
ー
ル
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
ど
の
プ
ロ
の
方
で
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す

が
、
後
は
そ
の
ブ
レ
イ
ク
を
い
か
に
高
確
率
で

成
功
で
き
る
か
が
重
要
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
9
ラ
ッ
ク
先
取
な
ら
9
回
連
続
同
じ
ブ
レ

イ
ク
が
で
き
る
の
が
理
想
で
す
ね
（
笑
）。

　

も
う
少
し
細
か
く
言
う
と
、
①
の
動
き
と
手

球
と
の
関
係
性
に
も
理
想
は
あ
り
ま
す
。
①
が

長
ク
ッ
シ
ョ
ン
、
短
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
2
回
ク
ッ

シ
ョ
ン
し
て
自
分
が
ブ
レ
イ
ク
し
た
側
の
コ
ー

ナ
ー
ポ
ケ
ッ
ト
付
近
に
残
る
形
で
す
。
①
が
最

初
に
ラ
ッ
ク
側
か
サ
イ
ド
ポ
ケ
ッ
ト
を
越
え
て

ブ
レ
イ
ク
し
た
側
の
長
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
入
る
か

は
、
そ
の
時
々
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
わ
せ

て
い
き
ま
す
。

　

手
球
に
つ
い
て
も
、
あ
ま
り
動
か
さ
ず
に
止

め
る
の
か
、
長
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
一
度
入
れ
て
止

め
る
の
か
な
ど
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
て
、
そ
れ

も
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
見
極
め
な
が
ら
使
い
分

け
て
い
ま
す
。
も
し
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
的
に
自

分
の
ブ
レ
イ
ク
が
ど
う
し
て
も
合
わ
な
い
時
に

は
、
別
の
パ
タ
ー
ン
で
手
球
と
①
の
良
い
関
係

性
を
作
る
ブ
レ
イ
ク
に
切
り
替
え
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

今
の
僕
の
ブ
レ
イ
ク
の
強
み
は
、
再
現
性
が

高
い
と
い
う
よ
り
も
、
い
ろ
い
ろ
な
ブ
レ
イ
ク

パ
タ
ー
ン
を
使
い
分
け
て
、
ど
の
テ
ー
ブ
ル
で

も
対
応
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。
再
現
性
だ
け

で
言
う
な
ら
、
テ
ン
ボ
ー
ル
ブ
レ
イ
ク
の
方
が

高
い
と
思
い
ま
す
。

　

ナ
イ
ン
ボ
ー
ル
ブ
レ
イ
ク
に
関
し
て
は
今
、

こ
の
よ
う
に
幾
つ
か
の
ブ
レ
イ
ク
パ
タ
ー
ン
と

使
い
分
け
が
わ
か
っ
て
い
な
い
と
弱
点
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
何
を
や
れ
ば
良
い
の
か
迷
う

の
が
一
番
良
く
な
い
こ
と
で
、
そ
ん
な
場
面
は

確
実
に
減
っ
て
い
ま
す
。

レ
ベ
ル
別
の
達
成
目
標

　

さ
て
、
こ
れ
か
ら
ブ
レ
イ
ク
の
コ
ツ
を
詳
し

く
紹
介
し
て
い
き
ま
す
が
、
そ
の
前
に
、
ラ
ッ

ク
シ
ー
ト
を
前
提
と
し
た
レ
ベ
ル
別
の
達
成
目

標
を
お
話
し
て
お
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
初
級
ク
ラ
ス
の
方
で
す
が
、
身
体
を

動
か
す
ブ
レ
イ
ク
を
強
く
撞
こ
う
と
し
て
上

手
く
い
か
ず
ノ
ー
イ
ン
、
そ
ん
な
場
面
を
見

て
「
も
っ
た
い
な
い
な
」
と
い
う
こ
と
が
多
い

で
す
。
ま
ず
は
手
球
を
①
に
真
っ
直
ぐ
に
当
て

て
、
ボ
ー
ル
を
１
つ
落
と
す
こ
と
を
目
標
に
し

ま
し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
プ
ロ
の
真
似
を
し
な
い

こ
と
（
笑
）。

　

身
体
を
動
か
し
て
撞
く
の
は
最
初
は
か
な
り

難
し
い
で
す
か
ら
、
逆
に
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合

わ
な
く
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
自
分
の
普
通
の

シ
ョ
ッ
ト
の
マ
ッ
ク
ス
の
力
で
真
っ
直
ぐ
に
当

て
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
練
習

す
る
の
が
ベ
ス
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

　

中
級
ク
ラ
ス
に
な
る
と
、
ス
リ
ー
ポ
イ
ン
ト

ル
ー
ル
も
入
っ
て
き
ま
す
か
ら
、
１
個
入
れ
る

だ
け
で
は
な
く
、
上
手
く
ブ
レ
イ
ク
を
成
立
さ

せ
る
こ
と
を
目
標
に
し
ま
し
ょ
う
。
パ
タ
ー
ン

は
１
つ
で
も
良
い
で
す
か
ら
、
配
置
も
少
し
だ

け
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
な
ブ
レ
イ
ク
を

付
け
て
お
け
ば
良
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
成
功
率

は
50
％
で
も
、
理
想
と
し
て
い
る
ブ
レ
イ
ク
を

ま
ず
は
１
つ
持
つ
。

　

上
級
者
は
試
合
で
勝
つ
こ
と
が
大
き
な
目
標

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
は
マ
ス

ワ
リ
が
大
前
提
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
テ
ー
ブ

ル
に
合
わ
せ
た「
効
く
ブ
レ
イ
ク
を
選
ぶ
技
術
」

そ
れ
に
加
え
て
プ
ラ
ス
自
分
の
理
想
と
す
る
ブ

レ
イ
ク
の
成
功
率
を
上
げ
、
さ
ら
に
再
現
性
を

高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

土方プロのコントロールブレイクの 1例
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F o r  B e g i n n e r _ C  C l a s s  P l a y e r s

　まず一番最初の段階は、通常のフォームで、手球の中心
を強めに撞いて、①に真っ直ぐ当てることが重要です。こ
の時「ブレイクを強く撞こう」としすぎないようにしてくださ
い。先ほども言いましたが、上手い人の真似はここでは封
印しましょう。
　強く撞くというと、どうしてもフォロースルーが長くなりが
ちですが、あまり出しすぎると、ストローク中に肘が下がっ
てしまい、撞点がブレてしまいます。肘が少しだけ下がるの
はOKですが、フォロースルーを出そうとしない、肘が下が
りすぎないように気を付けましょう。
　そして、ナインボールブレイクはサイドからレールブリッ
ジで撞くことが多く、もちろんそれはできるようになった方
が良いですが、ビギナーの方であれば、始めからレールブ
リッジではなく、スタンダードブリッジで真っ直ぐに当てる
ことを心がけても良いでしょう。スタンダードである程度強
く撞けて、真っ直ぐ当たるようになったらレールブリッジに
ステップアップする感じです。
　真っ直ぐ強く撞けたかを自分で確認するには、スタン
ダードブリッジでも良いので、フットスポットに手球を置い
て、強いショットを撞く練習がオススメです。テーブルを何
往復させられたかが目で確認できることで、自分のショット
の強さがどのくらいなのか、良いショットが出た時のタイミ
ングなども確認できます。

通常フォームとスタンダードブリッジで「強く撞く」!

真っ直ぐ当てて1個落とす!
基礎を作るコツ!!

1
2

3 4

5
7

8

9

6

K N A C K  f o r  E l e m e n t a r y  L e v e l  1 2 3 4 5

7 8 9 106

11 12 13 14 15

ビギナーからCクラスプレイヤーが目指すのは、
①に対して真っ直ぐに手球をヒットさせてボールを1個落とすこと。
ここではそのために必要となるフォームとストロークの
3つのコツを詳しく見ていこう。

①に対して手球を真っ直ぐに当てる

スタンダードブリッジでブレイクする

フットスポットから強く撞く練習



17

K N A C K  f o r  E l e m e n t a r y  L e v e l  

K N A C K  f o r  E l e m e n t a r y  L e v e l  

1 2 3 4 5

7 8 9 106

11 12 13 14 15

1 2 3 4 5

7 8 9 106

11 12 13 14 15

ブリッジは長めでキューの動きを妨げずがっちり固定!

スタンスをカスタマイズ！ ブレイク用に懐を広く取る!

　次の段階では、ブリッジを考えてみます。ブリッジと手球
の距離が短いと、テイクバックが小さくなりますし、強く撞く
のが難しくなります。ブレイクショットの時は通常より少し
長めに取ると良いでしょう。
　また、強く撞こうと思って右腕に力を入れて、こちらに意
識が向きすぎてしまうとブリッジをしっかり組むという基本
を忘れてしまいがちになります。レールブリッジなら親指と
人差し指がレールにしっかりと付いていること、スタンダー
ドブリッジならラシャに触れている部分をしっかりと感じる
ことが大切です。それぞれキューの通り道をキツくする必
要はありません。ここにはある程度余裕があっても良いの
で、その状態から動かないことを意識しましょう。
　この段階では身体を動かすショットはしませんから、
ショットが終わった後もブリッジは全く動いていないこと
を意識して確認しながら練習すると、安定して真っ直ぐの
ショットが撞けるようになると思います。

　ビギナーからCクラスの方のブレイクでもう
１つステップアップするポイントはスタンス
です。通常のフォームから少しだけ前の足を
キューのラインと平行気味にして、身体を横向
きします。つまりスタンスだけブレイク仕様に
するということです。
　このようにスタンスを変えて身体が横向きに
なると懐がかなり広くなるので、通常のフォー
ムで撞く時に比べ、キューが左右にブレやすく
なり、キュースピードは上がっても手球の安定
性が落ちることもあります。ここに注意しながら
そ練習してみてください。
　ブレイク仕様のスタンスで身体を動かさな
いで強く撞くことができるようになると、スピー
ドは今までよりも確実にアップするはずです。
　いかがでしょうか。ここまで紹介してきたコツ
をしっかりと練習して安定したショットができる
ようになることで、、身体を動かす次のステップ
のブレイクショットを撞くための基礎ができ上
がると思います。

通常のショットのレールブリッジ

ブレイクショットのレールブリッジ

親指と人差指を意識する

通常のショットのスタンス ブレイクショットのスタンス
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K N A C K  f o r  I n t e r m e d i a t e  L e v e l  1 2 3 4 5

7 8 9 106

11 12 13 14 15

1

2

4
5

7

8

9

6

1度長クッションに入ってもOK

1

3

5

7

8

9

6

18

F o r  B  C l a s s  P l a y e r s

イリーガル回避でマスワリ！
自分の形を作るコツ!!
プレーにも慣れ、試合に参加するようにもなってきた Bクラスプレイヤーが
大きな目標にするのは、マスワリが出るブレイクの修得と
身体を動かすブレイクができるようになること。
そのために必要な技術と知識を紹介していこう。

　ここではマスワリを出すための2つのパターンを紹介し
ていきます。まず、ブレイク後の①が短クッション中央辺り
で止まってしまうというのが、Bクラスプレイヤーの悩みの
１つだと思います。もしスリーポイントルールが採用され
ていない場合は、①を回さず、1クッションでブレイクサイ
ドとは反対のコーナー付近にコントロールするブレイクを
試してみてください。撞点は中心で狙いは真っ直ぐ。力も
少し強いくらいで良いのでそれほど難しくはないと思いま
す。ルールにもよりますが、実戦を想定した時には1つのパ
ターンとして持っておきたいですね。
　もう1つは、手球に少しだけヒネリを与えて①の走りを良
くするブレイクで、これは僕の理想のブレイクにも近い、B
クラス以上なら必ず通る、修得したいブレイクです。
　このブレイクはヒネリ過ぎると手球のスピードが落ちて
①の走りも悪くなるので注意が必要ですが、基本的に①が
2クッションして自分側のコーナー付近まで走れば、その時
点でイリーガルはないと思います。僕がこのブレイクをす
る場合は、ワンタップ左、真ん中のほんの少し下をそのま
ま真っ直ぐに撞き抜く感じで、見越しは取っていますが、狙
いは全厚です。ほんの少し①の左に当たることもあります
が、それで止まっても、長クッションに入っても良いと考え
て撞いています。
　強く撞いて真っ直ぐに当てること自体が簡単ではなく、そ
こにヒネリも加わるとさらに難しくなってきますので、最初
のうちは、ヒネリの量をかなり抑えた撞点から練習していく
のが良いでしょう。　

手球と①をコントロールするブレイクを身に付ける！
ヒネるブレイクでの土方プロの撞点

スリーポイントルールがない場合の理想形の 1つ

ヒネるブレイクでの理想形の 1つ
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K N A C K  f o r  I n t e r m e d i a t e  L e v e l  1 2 3 4 5

7 8 9 106

11 12 13 14 15
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　Bクラス以上になると、体重移動と上体の動きがあるブレイクをマスターする
必要性が出てきます。実はここが一番難しいところです。まず基礎で学んだスタ
ンスを取って構えます。この時は6：4くらいで前足重心になっています。その後素
振りを繰り返して、最後のテイクバックで少し前足を内に入れつつ身体を後ろに
持っていきます。この時に重心は５：５くらいになっています。そして引き切った
後は、キューが前に動くのと連動して身体全体が前に移動していきつつ、上体も
少しずつ上がっていきます。言葉で説明するとこのようになりますが、この感覚
は、実際に動作を繰り返し練習しながら掴んでいくしかないですね。
　身体を動かすブレイクでは特にブリッジに対する注意がおろそかになりがち
です。上体が起き上がるために結果的にはレールから離れるんですが、ギリギリ
まではしっかりと押さえる意識がとても大事になってきます。
　体重移動と上体の動きがある中でキューを出していきますから、右肘も自然
と下がることになります。体重移動がない場合はキューを出しすぎない意識が
大切ですが、この場合はある程度前に出しても良いと思います。
　僕のブレイクでは右足が蹴り上がることがありますが、これは足を上げようと
思っている訳ではなく、ショットの強さによって自然にこの状態になっているの
でここは真似しないでください（笑）。

　身体を動かすブレイクができてキュースピードが上がってくると、ヒネリを入
れなくても、①が2クッションしてコーナー付近まで回ってくるブレイクができる
ようになってきます。
　もちろんテーブルコンディションによっても変わってきますが、僕の体感では、
ヒネるブレイクと同じでほんの少し下の撞点を撞いて、30キロ以上のスピード
であればスリーポイントルールもほぼクリアできます。上手く撞ければ28〜29キ
ロくらいでも①をしっかりと回せますね。
　ここまでがBクラスの方向けの、マスワリが出るブレイクと身体を動かすブレイ
クについてコツです。もちろん通常のショットスキルを上げていくことも重要な
のですが、ナインボールではブレイクがゲームを大きく左右するので、しっかり
と練習して自分なりのパターンと、強く正確に撞くコツを掴めたら、Aクラスへの
道も、一層近付いて来ると思います。
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スムーズな体重移動で
スピード&パワーアップ！

ヒネらないブレイクでも
スリーポイントルールをクリア

1 2 3 4 5

7 8 9 106

11 12 13 14 15

ヒネリなしのブレイクでの土方プロの撞点

身体を動かすブレイク



20

K N A C K  f o r  A d v a n c e d  L e v e l  

1 2 3 4 5

7 8 9 106

11 12 13 14 15

1

1
2

3 4

5
7

8

9

6

F o r  A  C l a s s  a n d  u p  p l a y e r s

パターンを持ち使い分ける！
勝利に直結させるコツ!!
Aクラス以上のプレイヤーの大きな目標の 1つである
勝利を掴むために必要なのが、複数のブレイクパターンを持ち、
様々な状況によって使い分けること。
土方プロが勝利に直結するとっておきのコツを伝授する。

　僕は今、左サイドから撞く4パターン、右サイドから撞く
2パターンの合わせて6パターンのナインボールブレイク
を持っています。その中で一番良く使うのは、ここまでで
紹介した左ヒネリを少し入れた理想のブレイクで、これ
に関しては、左右どちらからでも同じように撞けるように
しています。
　その他左サイドからは、試合で新ラシャやそれに近い
コンディションの場合に、ヒネらないブレイクと、安定性
を重視した理想のブレイクの撞点で体重移動をしない
バージョンを使います。さらにもう１つ、それでも合わな
い場合には、手球を引いて1度ブレイク側の短クッション
に入れ、①は１クッションさせて手球との関係性を作る
ブレイクを使うこともあります。
　では、右からの2パターンを含めた6パターンをどのよ
うに使い分けるのか。僕の場合はまず、最初のブレイク
で①が理想のコースを走っているのかを確認します。こ
の時①がサイドに入ってしまったり、手球も含めてボー
ルが蹴られたりなど、理想の散り方をしないことがあり
ます。そんな状況の再現性が高いと判断したら、すぐに
自分が2番手に決めているブレイクに切り替えます。つま
り、テーブルのコンディションというよりも、ボールの動
きに注意を払って使い分けるということです。
　ゲーム中に理想通りの動きはしなかったけど、たまた
ま良い配置になることはあります。それが続くと、たとえ
マスワリできていたとしても、自分でテーブルをコント
ロールできていないということですからかなり怖いで
す。①の動きについてはもう１つ、サイドポケット付近に
走りがちの時に、理想のブレイクからヒネリなしにという
ように撞点だけを変えることもあります。再現性の点から
も、①の動きを変えるために狙う厚みを変えるという対
応は、基本的に僕はしません。　
　Aクラス以上のプレイヤーであれば、最低3つくらいの
パターンを持って、その中の2つをメインにして、状況に
よって選択していくのが良いと思います。この時に自分
は何を基準に使い分けるかをしっかり決めておくことが
大事です。たとえパターンを数多く持っていたとしても、
「何となく変える」では、さらに悪い状況になることもあ
るので、まずは再現性の高い少数精鋭のパターンを極め
ていってください。

コンディションに対応したパターンを身に付ける！
理想のブレイクと引きメインのブレイクの撞点比較

引きメインのブレイクの手球と①の動き

引きメインのブレイク
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●視聴方法
下記 URL または QR コードより、専用ページにアクセス。

「ID：cues208sp パスワード：bt33ny」をご入力の上、必要事
項をご記入ください。返信メールにて特典映像がご覧頂ける視
聴ページをご連絡いたします。

https://www.billiards-cues.jp/sp/sp2109/
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　僕は左サイドからブレイクすることを基本にしてい
ますが、テーブルによってはどうしても①の動きが理
想通りにならない場合もあるので、右サイドについて
も2パターンを使い分けることがあります。
　その1つは先程も言った通り、理想のブレイクと同
じ撞点、同じスピードの右サイドバージョンで、もう1
つが、スタンダードブリッジで、ややヒネリが多めのブ
レイク。ブリッジの違いによってキューの角度が変わ
ることで、体感ではボールの動きも若干変わっている
と思っています。これが現在の2番手で、かなり使用頻
度は高いです。
　このブレイクの場合、①の動きは2クッションでコー
ナー付近で変わらないのですが、手球については1
度長クッションに入れることをイメージして、本当に
少しだけなのですが、狙いも①の右側をイメージし
ています。
　理想としては、左右両方で同じパターンを同じよう
に撞けることですが、まずは1つでも自分の逆サイド
パターンを持つことをおススメします。　

　ナインボールブレイクに限らず、ショット後のボー
ルの動きが毎回同じになるということはありません。
時には何をやっても①が理想通りに動かず、ボール
同士の衝突も起こって苦しい展開になることもあり
ます。ですが、そこで気持ちを切らさらず集中して戦
い続けるためにも、自分なりのしっかりとした基準が
あるブレイクパターンを持っておくことはとても重要
です。そのためにも、ブレイク後のボールの動きにつ
いては、練習でも試合でも、常に注意を払っておきま
しょう。
　もちろん全ての的球をコントロールする訳ではあ
りませんが、僕はブレイク後、必ずボールの動きを
追っています。技術的にはショットの再現性を高めつ
つ、ボールの動きを見ることを繰り返すことで、①だ
けでなく、その他のボールの傾向も見えてきます。
　この経験とそこで得られた知識は、間違いなく、勝
利に直結するブレイクを修得していくことに役立ち
ますので、日々の練習にもぜひ採り入れてみてくださ
い！

逆サイドでも安定したパターンを作って使い分ける！

ブレイクが勝敗を決めるからこそ練習の成果が出る！

レールブレイク

スタンダードブレイク

レールブレイクとスタンダードブレイクの撞点比較

土方プロがブレイクショットを行いながら、このコーナーで紹介し
たコツを詳しくレクチャーするスペシャル動画はコチラから。


